
○基盤整備により経営が安
定化され安心して農業を
継ぐ環境が創出

H23 R7

東中小学校の児童数推移

【北海道上富良野町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 上富良野町

○主要作物
・水稲、小麦、豆類、馬鈴しょ 等

○主な支援施策
・道営農地整備事業

・第 2 期 上富良野町まち・ひと・しごと

創生総合戦略

・新たな農業担い手育成等支援事業

・収益向上作物生産振興事業

ほ場の大区画や用水整備による営農の省力化と経営の安定化

基盤整備を契機としたスマート農業の取組
農村地域の未来（子供たちが帰ってきた）

北海道

東中東部
外４地区

【整備前】

元高校教師でUターンしたKさん

基盤整備を契機とした担い手の確保～子供たちの笑顔あふれる農村～

○東中地域ICT農業実証研究会を立ち上げ、R元年
からスマート農業の営農実証を開始

○実証の結果、作業効率が向上し、労力の軽減が
図られたことから、スマート農業の普及が促進

かみふらのちょう

○小区画で用水施設も未整備な
ため、機械作業や水管理が極
めて非効率

地
域
の
取
組

○基盤整備による省力化で
新たに時間が創出され、
アスパラガスや米などの
直販に取り組み収益性が
向上

アスパラガスの直販の取り組み

担

い
手

担い手確保

所得が安定し農作業も楽になった親の姿を
見て、安心して農業を継ぐことが出来ました

○若い担い手が中心となって地域
の伝統行事（祭り）が守られ、
農村コミュニティーが活性化

○大区画化によって機械作業効率が大幅に向上し、担い手への農地集積
と経営規模拡大が促進され、経営の安定化が実現

出典：上富良野役場

22% 35%

2005 2015

後継者がいる農家の割合

（東中地区）
○基盤整備により就農への
安心感が高まり後継者が
着実に確保されている

農村文化の伝承・保存

11人

31人
3倍に増加

出典：上富良野役場

ほ場の大区画化（1.8ha/枚）

狭小な区画（0.3ha/枚）

未整備の用水路
（土水路）

○用水はパイプライン化され、ほ場見回りや給水操作などの
水管理労力が約８割削減

用水のパイプライン化

今でもお祭りがあることが地元に帰る
キッカケとなりました（Kさん談）

○Uターン等により担い手
が確保されるようになり
地域の小学校ではH23年
に比べて児童数が約３倍
に増加

（H24年～R6年）
基盤整備

【出典：受益者聞き取り】

ひがしなかとうぶ



【北海道苫前町】

【整備内容】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

○位置
北海道 苫前町

○主要作物
・水稲、メロン、スイートコーン、ミニトマト、

かぼちゃ等

○主な支援施策
・道営農村地域防災減災事業

ため池決壊による浸水被害を防止

ため池決壊に係る防災意識の向上 大規模地震時の人的・物的被害の防止

北海道

八線沢溜池地区

【整備前】

○近隣の3カ所が震源となり最大震度5弱の地震
が起こる可能性がある。※

○耐震性調査の結果、耐震性が確保されていな
いことが判明したことから、ため池の耐震化整
備を実施。

8.8億円の
想定被害を
未然に防止

○ため池を整備することで想定被害面積32.3haに含まれ
る農地や農業用施設だけではなく、下流住民の生命財
産、公共施設への被害を未然に防止。

八線沢ため池

○堤体の耐震補強工事の実施により、
ため池が決壊するリスクを取り除き、
下流域の安全を確保。

堤体補強工事（押え盛土）

○大規模地震発生時には、ため池が決壊
し、甚大な浸水被害が発生する恐れ

○ため池ハザードマップ作成を契機に町が地域住
民や関係団体を対象にワークショップを開催。

完成したハザードマップ

ワークショップの様子

○ハザードマップを
町のホームページ
や広報に掲載し地
域住民に周知。

とままえちょう

大規模地震・大雨災害に備えて、ため池整備で地域を守る

整備
（R4年～R6年）

想定被害区域には、農地のほか、主要
道道、農業用施設、住宅等が存在。※北海道防災会議に提出された資料より

○防災意識の向上に寄与。
推定被害区域

はっせんざわためいけ



自動操舵システム

（R3年～ ）

基盤整備

【北海道豊富町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 豊富町

○主要作物
・牧草 等

○主な支援施策
・国営総合農地防災事業

・公社営草地畜産基盤整備事業
・道営草地畜産基盤整備事業

安定した農業経営

北海道 豊富西地区 他

【整備前】

○草地整備改良を行うことにより、不陸や排水不良が解消
され、高品質な粗飼料生産や作業効率向上による生産
コストの低減が図られる。

○酪農ヘルパー
（豊富町酪農ヘルパー利用組合）
○TMRセンター
（合同会社デイリーフィードサロベツ）
○豊富町大規模草地育成牧場

担
い

手

農業担い手育成センター運営事業の活用

○町内の豊富牛乳公社が
「豊富牛乳」として、生産・加工。

○道内のセイコーマート等
で販売。

○町として新規就農者や
酪農実習生の受入に注力。

酪農家のＩさん

基盤整備を契機とした生産性向上による酪農経営の安定化

基盤整備による生産性の向上と営農作業の効率化を促進

パック入り牛乳類・ヨーグルト等の生産工場

営農支援システムの活用

441 

500 

H26 R1

とよとみちょう

5,515 

6,362 

H26 R1

○基盤整備により、平成26年と令和元年を比べると、
戸当たり生乳生産量及び生乳生産額が増加。

戸当たり生乳生産量
（ｔ/年・戸）

生乳生産額
（百万円）

出展根拠：豊富町勢要覧資料編より

草地整備事業により、ほ場の排水不良が
改善され、牧草の収量も増加しました。

○町・JA・地域農家を中心とした
担い手センターを設立し、受入
体制の整備や資金の助成を実施。

1.1倍 1.2倍

○令和６年に新規就農者１戸

とよとみにし

○経年変化による草地の不陸や排水不良
のため、ほ場作業の効率性低下や雑草
の混入による粗飼料の質の低下が発生。



（S48年～現在）

基盤整備

【北海道美幌町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 美幌町

○主要作物

・たまねぎ、にんじん、馬鈴しょ、

小麦、アスパラガス 等

○主な支援施策

・国営かんがい排水事業

・道営畑地帯総合整備事業

・道営農地整備事業

新たな販路拡大に向けて

干ばつ時における安定的な生産を確保
畑地かんがい整備によるたまねぎの安定生産

田中地区 他

【整備前】
本地域は畑作物の生育期における
高温少雨により干ばつ被害や品質低
下が発生していた状況。

○令和元年から台湾、韓国へたまねぎの輸出開始。
（令和６年は136トン、1,100万円）

畑地かんがい施設の整備による「たまねぎ」の安定生産

畑地かんがい施設の導入による収量・品質の安定化

○干ばつ時に畑地かんがい施設
による散水を実施し、たまねぎの
安定生産、品質の確保を実現。

○畑地かんがい施設の整備により、高温少雨時においても、
「たまねぎ」の収量や品質が安定。

たまねぎ講習会の様子

適期にかん水が可能と
なり、高温少雨でも
収量・品質が安定
してます。

韓国へ輸出

○たまねぎたっぷり「美幌和牛ほろほろ煮込みカレー」
を販売（JAびほろ）。

出展：農林水産省耕地面積調査、ＪＡびほろ聞き取り

○無灌水ほ場では、約４割の収量が減少（令和３年度）。

令和３年度の状況

○干ばつ時においても、畑地かんがい施設の整備ほ場
（灌水ほ場）では「たまねぎ」の平年収量を確保。

びほろちょう

干ばつ年でも平年収量を確保

たなか

無灌水ほ場は
収量が減少


